






















































































































頭文字の大文字をあてて， S とし，小規模企業は小文字をあてて， s とする。
また， 2 つの型の企業の組織間関係を記述する際，関係を主導する企業を先

























うが，この 4つの産業はAA型， A a型， A s 型， Ss, s a型のみでその史











- 160 (638) 
はすべて徒労に終わる可能性がある。自動車の企業グループは数万社の企業の
大集団によって形成されている。
































この間の組織闇関係型の変イじは， A s型によるローテクの系列形成－ AA型



































R & D 
製造
図1 サシミメソッド

























































































原 理 規模の経済 規模の経済＋取引コスト
場 組織内 組織間（企業グループ）
生産形態 少種多量生産 多種少量
関 係 分業 組織間分業
内部組織 無競争 同質化競争

















































GM （ジェネラルモータース）社， I B M社といった大型企業でも困難になり















原 理 範囲の経済 範囲の経済・収穫逓増
場 企業単体 組織間関係
評価基準 商品の種類 高品の種類＋サービス
関 係 部品の共通他 異質な知の結合
内部組織 無競争 異質イ己競争



















































































である I BM, G E型を行いうる条件が日本企業には90年代既にできていた
ことを意味している。このネットワークに移行できたがゆえに，電気機械産








































発，生産のきっかけとなる）である。 P0 s （ポイント・オブ・セールス）は
直接，市場の情報をネットワークに連動させる。これは収穫逓増商品を残
し，収穫逓減商品を消しさっていくコンビュータシステムである。したがっ





















































































- 177 (655 ）一
及ばずネットワークに影響を与ええない日本的経営手法は分けて考える必要
がある。この立場に立ち，ネットワークの“日本的”マネジメントは企図され


































































































































































- 183 (661) ー
y 
選択 Ambiguity 

































































































































































































































































































注 1 企業を「法人」と呼ぶのはこの立場にふさわしい。従来の経営学は基本的には第 1 の
立場で，個人の問題にすべての現象を還元した。本稿は，日本産業において擬制された
個人である「組織」が，「個人」と同様に重要な存在であると考える。
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